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平成18年度 備　　考
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成果（事業が意図する成果）

学習・教育環境の充実施策

事業内容

対象・手段 　心身障害学級（情緒障害通級指導学級）の増設（小学校）と新設（中学校）を行います。

目的 　心身に障害のある児童・生徒に対する教育環境を充実させていきます。

事業成果指標
指標名 定義 目標水準

　心身障害学級（情緒障害通級指導学級）を増・新設することにより、心身に障害のある児童・生徒を含め
た学校全体の教育環境を充実させ、児童・生徒の安全の確保と学習成果の向上を図っていきます。

事務事業 41 心身障害教育の充実

大項目 01 生涯学習、スポーツの推進

章 2 ともに学ぶ、文化とふれあいのあるまち

情緒障害通級指導学級・小学校の増設につ
いての調査検討

成果の達成状況

具体化を70％とする
小学校の増設置を100％とする

情緒障害通級指導学級・中学校の新設につ
いての調査検討

中学校の新設についての調査・検討
調査・検討のまとめを50％とする
具体化を70％とする
中学校の新設を100％とする
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18年4月に心身障害学級（情緒障害通級指導学級）を落合第二中学校に開設しました。備品の整備、専門講
師による教員への支援等を通して円滑な運営と効果的な指導ができました。また、就学指導委員会情緒障
害中学部会を立ち上げ、希望者の就学相談の結果、19年度に6名の新規入級が決定しました。
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％ 70.00 100.00

③＝②／① ％ 0.00

心身障害学級（情緒障害通級指導学級）を天神小学校に開設しました。「新宿区心身障害学級（情緒・通
級指導学級）に関する検討委員会　報告（Ⅱ）」をまとめました。報告に基づき、18年度4月開設に向けて
中学校の心身障害学級（情緒障害通級指導学級２校目）の準備をしました。
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事業に関する検討課題

　平成18年4月に中学校に情緒障害通級指導学級を新設しました。今後は学級の円滑な運営と、支援の必要
な児童・生徒の動向を把握し、適切な教育が提供できるよう教育環境の整備の必要性について調査検討して
行くことが必要です。

総
合
評
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　18年4月に中学校の情緒障害通級指導学級を新設し、この結果、小中学校を通じて発達
障害、自閉症、学習障害、注意欠陥多動性障害等の児童・生徒に専門的な教育の場を設け
ることができました。また、就学指導委員会情緒障害中学部会を立ち上げ、希望者の就学
相談の結果、19年度に6名の新規入級が決定しました。
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　18年4月に中学校の情緒障害通級指導学級を新設しました。備品の整備、専門講師によ
る教員への支援等円滑な運営と効果的な指導ができました。

　通常学級に在籍する、情緒障害、自閉症、学習障害、注意欠陥多動性障害等の情緒障
害通級指導学級対象の児童・生徒を含めて、学校全体の教育環境の充実のためには効率
的です。
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　情緒障害通級指導学級の増設及び新設は、対象の児童・生徒のみならず、小・中学校
全体の教育環境の充実につながります。

　小学校の増設・中学校の新設についてはどちらも保護者の希望が強く、小学校の増設
置については、小学校の現状から特に緊急性がありました。また、小学校卒業後の対応
として中学校への設置についても必要性・緊急性がありました。
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　検討委員会で現状と課題をまとめ、小学校で成果を挙げました。中学校での対応につ
いても、新設することで成果を挙げています。

　心身障害等特別な配慮を要する児童・生徒の教育環境の改善・充実については国や都
の動向や方向性を踏まえた上で区が関与していくことが責務です。
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　19年3月の「新宿区がめざす特別支援教育のあり方」報告書に基づき、通常学級に在籍
する発達障害、自閉症、学習障害、注意欠陥多動性障害等の児童・生徒に対して、それぞ
れの障害及び教育的ニーズに応じた適切な教育環境の整備と学校内の指導体制の充実を
図っていきます。
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